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アフリカlζおける家畜の流行病として分離された び共同筋lζ対するガンマ一系よりの効果である。
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リフト・バレー熱ウイルスは，マウスに強い病害力 除脳猫でみられる足間代は上述の如き，運動ネウ
をもっていて， 1.5--3日でこれを致死させる。そ ロンが強化されたとき生成されるもので，筋紡錘発
の病理は，内臓諸臓器，とくに肝における広汎な壊 射，筋放電及び筋張力を計測しついこれらの関係
死Kよって代表される。 を明確にした。 
このウイ Jレスは，ひとの子宮癌よりえられた組織
培養継代細胞 (HeLa)を宿主としてこれに感染さ 36. 佐藤癌 1号の寮結による異種移植に関する実
せることができる。ここにふえたウイノレスを，さら 験的研究(第 II報)
に細胞から細胞へと継代するときは， 20代に至っ
佐藤伊吉ノ市川辰己(歯口科)
て，ウイルスの性質が向神経性に変化することがわ 昭和 33年度癌学会および千葉医学会において佐
かった。 藤癌 1号を凍結保存後移植すると腫蕩発育過程にお
この変異ウイ Jレスの特徴は，脳内lζ接種すると， いて腫蕩発育の通常みられないほどの発育力の増大
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マウスは中枢神経症状を著明に示して死亡するが，
それ以外の経路では原株ウイルスのようには感染し
ない。 ζの乙とは，病理形態学的所見Kよってよく
説明される。
おわりrc.，ウイ Jレスの変異の機序について 2，3論
議されるであろう。 
質問本間三郎(第1生理〉
中枢神経系症状とはどんなことであるか。
応答寺島東洋三(細菌)
被刺激性の充進と麻牌です。(背髄位であるか否t
かはわからない。)
質問大谷克己(第1解剖〉
中枢神経系の病理標本を拝見致しましたが，本ビ
ールスには，特定な核に親向性がありますでしょう
か。あるいは核lζ関係なく広汎K侵すものなのでし
ょうか?
応答寺島東洋三(細菌)
特にいずれかの核K変化が限局しているわけでは
ありません。概して，脳底部，脳室壁K神経細胞の
変性がみられます。
35. 除脳猫における足間代の筋紡錘発射について
本間三郎，高野光司〈第 1生理学〉
Precollicular切除の除脳猫において，単一後根
線維よりのスパイクを記録する乙とで，筋伸張時に
筋紡錘発射の著明の増強をみる。また共同筋の伸張
によって，筋の張力が増大する ζとも計測される。
し，無菌飼育 20 日目のもの M! 菌を 103~8 X 104 
程度投与すると著明な消化器系統の障害を現わし，
敗血症状を呈して死亡する。 F6菌の場合は消化系
統の障害が比較的軽度であり， 103~105 程度の菌投
与IC大部分の個体が耐える。 F6を比較的大量投与，
更に M 1 を与えると M1 の障害が現われず海摂は
F6単独感染の場合と同様に生存を続ける。乙の現
象は先ず腸管内に於ける Ml' F6の発育速度の差に
ある措抗現象によって起り得ることを実験の結果よ
り知り得たが，更に他種の菌を経口投与した場合の
実験成績と比較検討すると， F6菌の全身臓器， 特 
l乙牌臓， りんぱ系に対する適応作用が現われて血流
内l乙於ける M1菌の殺滅を現わし，また F6菌の作
用lζよる腸管上皮下組織の発達が現われて M1菌の
侵入を阻害することも考えられる。 
33. 破傷風患者発生地の土壊調査
仙波正義(国立千葉病院外科)
千葉県は全国的に見て破傷風患者の多発地帯K属
する。そ乙でこれらの土地の性状を検討して見た。
即ち当外科へ入院した破傷風患者及び保健所に届出
のあった中の一部の受傷場所の土壌を調査した。 
調査にあたっては土壌の色，土'性，腐植，磯，粗
密，組織，構造，泥炭，乾燥， pH，及び通気性を 
対照とした。その結果として必ずしも従来説えられ
て居った湿地帯のみに発生せず，乾燥地帯にも亦塵
介，堆肥などの少い土地にも相等数の発生を見てい
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を示す乙とがある ζ とを報告した。乙の発育力の増
大の理由については明らかな見解を示すことは出来 
ないが，腫蕩移植の免疫学的考察K何らかの示唆を
与えるものと思われる。 1956年， Joseph F. Mor-
gan等は腸水腫療を凍結し呉系移植の成立するこ 
とを報告した。しかし未だ移植癌を凍結し異種移植
による移植性についての報告はない。我々は佐藤癌 
1号の凍結後ラッテに異種移植を試みその移植性に
興味ある成績を得たので報告する。
質問寺島東洋三〔細菌) 
1) ヘテロに移植された腫療は累代可能ですか。
いわば遺伝学的に変化したといえますか? 
2) 溶媒内のクエン酸の意味は何で‘すか?

応答市川辰巳 
  
1) 現在5代まで累代移植されています。遺伝学
的に変化を来たしたかどうかは今の段階では申し上
げられません。
2) pHの安定IL.使用しています。
質問桑田次男(細菌〉 
Seminan液と.Ringer液との比較は何如でしょ
うか。
応答市川辰巳
長期間 (8ヵ月以上)の保存には Seminan液の
方が優れていると思われる。 
37. 千葉市における伝染病発生状況について
谷茂岡洋，渡辺武
(千葉市立葛城病院〉
昭和29年 1月から， 33年 12月まで1ζ，当院に入
院した法定伝染病患者の月別発生状況，ならびに地
域分布について検討し，疫学的考察の資料の一部を
得たので， こ与に発表する。
38. 本年度流行した麻疹に対するガンマーグロブ
リンの使用経験
渡来利直(柏 市〉
本年度流行の麻疹患児 200余例を観察し，その中
60余例にガンマーグロブリン (r-gl)を使用した結
果次の成績を得た。 
1) 麻疹発病患児の同胞に 20mg/kgの r-g1を
感染の可能性があったと認められてより 6日以内
に注射した所， i) 6カ月未満では 6例中麻疹発病 
者なく， i) 6ヵ月--1年では 9例中 6例が擢患，
ii) 1年以上の幼児に於ては 40例中 38例の躍患が
見られたが，何れの場合も r-g1使用群は対照l乙比
較して軽症民経過したと認められた。
2) 近隣iζ麻疹が発生した場合， 5カ月乃至 2年
の乳幼児 20例1[.10~20 mg/kgのトglを使用し
たが，全例rc.1躍患が見られなかった。 
3) 合併症についても r-g1使用群は非使用群に
比較して明らかK少ないことが認められた。
39. 正常人並びに端息患者に於ける室内塵を主と
した皮膚反応について
谷江澄子(国立療養所柏病院)
気管支瑞息の診断乃至治療方法としては今日迄枚
挙民連がない。いう迄もなく気管支瑞息そのもの
が，アレノレギー性疾患で、あるか或は他の誘発因子に
よるものか結論し難い現状である。従って気管支鴨 
息をアレルギー性疾患としての考え方からすれば，
出来得ればそのアレルゲンを除去するか，或は少く
とも，減感作療法を行う乙と Kなると思われる。 ζ 
の点今迄K探索不充分と考えられる吸入性アレルゲ
ンの一端として空中塵や，空中カピ類，エキス類に
よる皮膚反応を哨息患者花実施し健康者のそれと比
較したところ，該患者の皮膚反応陽性度が蓬かに高 
~ ¥{I直を示しているととを認め得た。 
40. 皮膚粘膜移行部症候群(仮称)

小倉重成(木更津市〉

皮膚粘膜移行部氏病変を現わす疾患群がある。
目:眼験縁炎，眼球結膜炎，表層角膜炎
鼻:鼻、翼及び鼻居溝の階漏性乃至は湿疹性皮膚炎
口:口角炎，種々の程度の口居炎，舌炎
紅門乃至は陰門周囲炎
等が之である。
この症候群は各種疾患に随伴して多発し，とく軽
微なものもあって見落されるか叉は問題視されてい 
ない。 B2複合体欠乏もその一因と考えられるが，
更に複雑な因子も内包しているらしい。
対象として食物を是正してゆくと近視，高血圧，
白内障，薬剤過敏症其の他のアレルギー性疾患も平 
行して治癒に赴く。
41. 後天性溶血性貧血の 1例
。鵜沢理，加藤明，青山益子
(国立療養所習志野病院)
我々は肺結核治療のため入院中の患者代特に認む 
べき原因なく本症を併発し重篤な症状を呈したが，
プレドニンの内服により治癒した 1例を経験したの
